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解説

e ラーニングのルーツ 1）

　e ラーニングとは，場所や時間を選ばず自由に学

習できる環境を指す．狭義にはネットワークを利用

して学習する環境を，広義には ICT を活用した学

習方法全般を指している．もともと e ラーニングの

ルーツは，「教師と受講生が地理的に離れている状

況下で，印刷資料，テレビ，ラジオ，衛星通信など

を利用しながら実施する形態の教育」という遠隔教

育の観点からすればはるか 1880 年代にアメリカで

郵便を利用した通信教育であるが，アメリカの高等

教育で e ラーニングやオンライン教育といった言葉

にさきがけてバーチャル・ユニバーシティが言葉と

して登場したのが 1993 年．バーチャル・ユニバー

シティの起源はフェニックス大学がオンラインで

学位のとれるコースを開始した 1989 年にある．そ

の後，e ラーニングは 90 年代に爆発的に普及した．

日本では 1983 年に放送大学が開学し，大学教育を

提供している．その後，1990 年代に入って民間の

通信衛星を使った教育システムが企業や進学予備校

等で使われるようになり，大学でも次第に衛星通信

遠隔教育システムが取り入れられていった．その後

次々とインターネットを使った遠隔教育が普及し始

め，2001 年にインターネットによる e ラーニング

が認可された．卒業に必要な単位数 124 単位のう

ち 60 単位まで遠隔授業が認められることとなった

のである．それ以来，日本でも e ラーニングに関す

るさまざまな研究が行われてきた．本誌でも 2008

年に特集が組まれている．本稿では，ここ数年，e

ラーニングを取り巻く事情に触れ，e ラーニングが

教育とどうかかわってきたのかについて述べる．

e ラーニングの特徴

 ❏ eラーニングの長所
　一般に e ラーニングの長所として以下のような項

目が挙げられる．

（1） いつでもどこでも学習できる

（2） 個人の進捗度に合わせて学習できる

（3） 必要な内容を必要なだけ学習できる

（4） 理解度の把握が容易

（5） 学習時間を短縮できる

（6） 満足度が高まる

（7） 学習達成度が高くなる

（8） コース修了率が高くなる

（9） 短期間で多数の人が学習できる

 ❏ eラーニングの活用方法
　e ラーニングのこのような特徴を活かし，学校で

の e ラーニングの活用として，学生間の相互作用，

学士と教員間の相互作用，予習・復習の支援，理解

度の低い学生の補習，単位互換の促進，留学生の学

習支援などが挙げられる．企業においては，新商品

の教育，社員のスキルアップ，内定者の入社前教育

などが挙げられる．そのほか，地方行政では，内

部組織向けの研修，住民向けの生涯学習，安全教
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育，環境対策の意識高揚，地域文化の認知と普及な

どが挙げられる．放送大学に代表される遠隔講義は

TV やラジオを活用しているが，e ラーニングはイ

ンターネットを利用し，さらに教員と学生の双方向

の通信が可能である点で，TV・ラジオによる講義

よりインタラクティブ性に富んでいるとも言える 2）．

 ❏ eラーニングの短所
　e ラーニングはインターネットとともに爆発的に

普及したが，21 世紀に入って下記のような欠点が

浮き彫りになってきた．

（1） 学生 1 人 1 人が孤立してしまいがちで，途中で

挫折するものが多い

（2） コンピュータと向き合っているだけでは学習意

欲がわかない

（3） コミュニケーションツールはあるが，強制され

なければ使わない

（4） コンピュータ操作が苦手な場合にはハードルが

高くなる

（5） 管理の面からみても，金銭的負担，コンテンツ

作成の負担，標準化されていない等の問題が

多い 3）

　特に，e ラーニング型講義の途中挫折に関し，

Martinez は，Attrition（e ラーニング学習者の人数

が減ること）と Retention（1 つのコースから次に進

む学習者の数が増えること）という視点から e ラー

ニングの課題を捉えており，Attrition の中でも「学

業の一時中断」を stopout，「退学」を dropout と定

義している 4）．本稿での「ドロップアウト」とは

Martinez の定義する stopout を指すこととする．ま

た，Martinez は，Attrition を減らすには，教材の配

置を考えることと，フィードバックをきちんとする

ことを提案している．1967 年設立の，近年 e ラー

ニングを取り入れた教育を行っている UK 公開大学

では，履修者（e-Learner）の 35% 以上が最初の課題

提出の前にドロップアウトしてしまった経験を持っ

ており，その対策として，最初の課題がキーポイン

トであること，特に最初の段階において認知的負荷

（cognitive overload）を超えないことが重要と指摘さ

れている．コンピュータの操作に慣れること，

Learning Management System（学習管理システ

ム，以下 LMS）に慣れること，コンテンツの学習，

対面型講義と e ラーニング型講義の差を納得して

e-Learner となること，他学習者とのディスカッショ

ンをすること，そして最大のポイントはこれらの難

関をクリアするためにスタートから最初の数週間が

カギであることが指摘されている．

　これら欠点についての反省を重ねる中で，e ラー

ニングの持つ長所のみをそのまま活かしその短所を

「対面学習」で補う形の教育・学習方法が定着し始め

た 5）．これが現在の「ブレンディッドラーニング」と

いう流れの起こりである．ブレンディッドラーニン

グとは，現代の教育と工学に関する世界で流行語と

なっているが，その解釈についてはさまざまな考え

方があり，統一的な解釈を見出すのは難しい 1）と言

われている．狭義のブレンディッドラーニングは「e

ラーニングと対面学習の融合」「集合学習と個別学

習の融合」などの言葉で表現される．広義のブレン

ディッドラーニングの定義としては学習に関するさ

まざまなツール（紙，鉛筆，コンピュータ，ビデオ，

インターネット，机，椅子などのモノや環境）を最

適な形で選択し，統合することを意味する．本稿前

半では，筆者が数年間，Java プログラミング授業に

おいて，対面型に始まり，e ラーニングを取り入れ

たさまざまなブレンド形での講義を展開してきた経

験を述べる．

e ラーニングを用いた
Java プログラミング授業

　筆者は，千歳科学技術大学在職中の平成 16 年か

ら 5 年間にわたり，Java プログラミング初心者を対

象とした必修科目において，対面型に始まり，e ラー

ニングを取り入れたさまざまなブレンド形での講義

を展開し，講義形式と学生の学習状況，成績に関す

るデータ解析を行ってきた．履修者は理系の学部に

所属しており，入学時より e ラーニングシステムを

用いた授業を多く受講する．プログラミング以外の

授業でもコンピュータを使うことが非常に多い．ま
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た，この講義を履修する前，2 年生の春学期に C 言

語プログラミングの授業を受けてきており，プログ

ラミングの基本は学習済みである．本講義は平成

16 ～ 18 年までは 3 年生対象必修の春学期科目で

あったが，平成 18 年度秋学期以降 2 年生対象必修

科目となった．C 言語を学んで半期プログラミング

言語を何も学習しないので，その知識を忘れてしま

うという問題が起こったため，C 言語を 2 年春に学

習，その後ブランクを空けずに 2 年秋に Java 言語

を学習させるというカリキュラムに変更したのであ

る．実習型の講義であり，90 分 1 コマとし 2 コマ

連続で全 14 週にわたって行われる．

　表 -1に授業の運用形態を示す．この講義の最終

的な目的は以下の 3 点である．

 1.	 コンピュータを使って実際に自分で Java プロ

グラミングができるようになる

 2.	 仕様に従って LinuxOS 上でプログラムを書く

 3.	 コマンドプロンプトを使ってコンパイルおよび

実行ができる

　学生はこの講義を通じてクラスの概念・オブジェ

クトの概念・メソッドの概念・継承の概念といっ

た Java の基本を学び，クラスやインスタンスの作

成，オブジェクト間のデータの受け渡し，継承を用

いたプログラムの作成ができるようになることを

目指す．単位認定型 eL とは，講師・TA（Teaching 

Assistant）を必ずしも必要とせず e ラーニング上の

コンテンツを用いて学生が自分のペースで学習を進

めていく講義形式のことであり，学生に対する最低

限のケアであるガイダンス，2 回のスクーリング（中

間試験前，期末試験前に 1 回ずつ），中間・期末試

験以外に教室での集合講義は行

われない．また，試験は中間試

験・期末試験の 2 回行われ，そ

れにより評価が決定する．両試

験とも，以下に述べるペーパー

試験，オンライン試験が行われ

る．e ラーニングシステムにロ

グインすると一目で何を学習す

べきかが把握できるように，期

間内の学習項目・課題が表示されるようになってい

るので，履修者は提示される通りに学習を進めてい

けばよい．

ペーパー試験：語句の穴埋め問題 32 問（各 1 点）と

プログラミング記述問題 2 問（8 点分）の計 40 点満点．

語句の穴埋め問題に関しては基本的にドリルから出

題され，プログラムを書く上で最低限知っておくべ

き語句が主である（フィールド，メソッド等）．プロ

グラム記述問題に関しては，サンプルプログラムを

基にプログラムを記述する問題が出題される． 

オンライン試験：Step が 3 つあり，各 Step は 20 点

である．Step1 は基礎，Step2 では応用といったよ

うに Step が進むごとに難度が上がっていき，要求

された仕様を満たすようにプログラムを作成する．

各 Step ごとに減点方式で採点が行われ，満点は 60

点である．未提出やコンパイルエラーは原則として

0 点である．

　e ラーニングを用いた講義では，ドロップアウト

（学業の一時中断）と呼ばれる，e ラーニングを用い

た講義（以下 eL 型講義）についていけず一時的に学

業をストップしてしまうという問題が以前から議論

されているように，我々の講義においても，ガイダ

ンス，2 回の対面授業および定期試験以外はすべて

eL 型講義のみという平成 18 年度の講義では，単位

を取れない学生が 2 割も出現するという事態が起

こった．そこで翌年度より，通常の学生には e ラー

ニングを適用し，講義中盤でドロップアウトしそ

うであった学生（ケアを必要とする学生，モチベー

ションの低下している学生を含む．以下，ドロップ

アウト兆候者）を中心とした補習講義において少人

表 -1　Java プログラミングの講義：各年度の講義形態

年学期 学年 eL 形態 人数 1時間目 2時間目 出席
16 春 3 対面 126 講義 実習 必須

17 春 3
対面と eL の
ブレンド型

144
eL システムによ
る自習 

実習 必須

18 春 3 単位認定型 eL 128 14 週の講義のうち，ガイダンス，中間
試験，期末試験，および他 2 回の対面講
義の計 5 回のみ出席必須

18 秋 2 単位認定型 eL 123

19 秋 2 補習あり 122 中間試験後に補習対象者は対面講義
その他は上記の単位認定型 eL と同形式20 秋 2 補習あり 96
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数制の対面講義を行うという試みを行った．中間試

験の結果とそれまでの学習状況を踏まえ，教師が手

作業で，補習対象者を抽出し，それ以外の学生に

は中間試験前と同様の e ラーニングを主体とした対

面授業を行わない講義を適用し，補習対象者には e

ラーニング教材を使用した対面授業による補習講義

を行ったのである．その結果，プログラミングに対

して苦手意識を持っていた学生の苦手意識を緩和さ

せ，基礎的なプログラミング能力を身に付けさせる

ことに成功した．図 -1に平成 19，20 年度の試験の

平均点を示す．両年度とも，中間オンラインテスト

の補習者の平均点がきわめて低いのは，補習者のほ

とんどが 0 点であったという非常にいびつな分布

であったことに起因する．期末試験のオンライン試

験で 0 点を取る学生の数が減ることで補習者全体の

平均点が上がり，このいびつな分布がある程度解消

されることは，補習の効果があったということにつ

ながる．両年度の各試験における通常学生と補習者

の平均点はすべて有意差が認められている．つまり，

すべての試験において通常学生は補習者を上回る平

均点となったということである．ただし，両者の差

は 2 年とも中間試験に比べ期末試験では縮まってお

り，特にオンライン試験の差はかなり縮まっている

のが分かる．中間試験に比べ期末試験の補習者のオ

ンライン試験の点数がかなり上がっていることを考

えると，補習授業の有効性を評価することができる．

　補習者全体の 7 ～ 8 割が中間試験で 0 点であっ

たのが逆に期末試験では 7 ～ 8 割以上が 15 点以上

をとることができ，数名は満点の 60 点をとるまで

に成長することができたのである．Step1 は 20 点

満点だが，惜しいところで減点された学生がほとん

どであったことを考えると，基本的なプログラミン

グスキルはある程度身に付けられたのではないかと

考えられる．補習コース終了後，対面で意見を聞い

たところ，すべての学生が「プログラミングに対す

る苦手意識があったが，対面で授業を受けてからそ

の意識が減って，基本的なプログランミングの知識

が身に付いたと感じる」と答えた．eL 講義について

は，対面授業の方が良いし，対面ならば質問もでき

る，特に TA の存在が大きい」と答えた．

　2 年間の補習コースに対する客観的（試験の点数

を基準とした評価）および主観的評価（アンケートに

よる評価）の結果，ドロップアウト兆候者には早期

に対面授業によるフォローアップを行うべきである

ことが明らかになった．この 2 年間の補習コース

対象者は，中間試験の結果から手作業で抽出したた

め，ドロップアウト兆候者を特定するタイミングに

遅れが生じる．そこで，講義が始まってから比較的

早い時点でドロップアウト兆候者を発見するための

チェックシートを作成し，早いタイミングで教師に

よる学生への適切な指導を行うことを考え，その枠

組みについての研究を行っているところである．詳

しくは文献 6）を参照されたい．

　e ラーニングの 1 つの課題であるドロップアウト

を減らすには，教材の配置を考えることと，フィー

ドバックをきちんとすることがまず重要であると前

述したが，我々は e ラーニング教材については毎年

の講義ごとに学生へのアンケートを取り，教材の

配置を含めて再構成を行い，さらに学生に対する

フィードバックを適切に行ってきた．また，我々の

行ってきた eL 型講義履修者は，コンピュータの操

作による負荷はほとんどなく，入学と同時に多く

の教科で e ラーニングシステムを使用する．さらに

eL 型講義では必ずオリエンテーションと少なくと

も 2 回の対面講義を途中で行っており，認知的負荷

図 -1　平成 19，20 年度試験の平均点比較  
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の低減には極力努めている．しかし，対象履修者の

認知的負荷が高いと思われる場合には，早期にそれ

ら負荷の低減に着目して運用する必要があるだろう．

　以上は e ラーニングの運用に関する研究の一例で

あるが，最近の e ラーニングを取り巻く研究も「コ

ミュニケーション」「相互学習」をサポートするとい

う e ラーニング運用の際の周辺の取り組みに注目が

集まっている．企業でも文献7）にあるように，eラー

ニングシステムをどう運用していくか，さまざまな

取り組みが行われている．後半では，e ラーニング

が教育に与えた影響，そして教育がどう変化してい

るのかについて焦点を当てる．

学びの変化

 ❏ eラーニングから eラーニング 2.0へ 8）

　e ラーニングが教育を変え，教育がさらに e ラー

ニングを変えているという相互関係が生じている．

e ラーニングが始まった当初は，途中で学習をやめ

てしまう問題や，対面授業の効果を e ラーニングで

カバーすることはできないのではないかという議論

もあった．しかし，学生にとっては繰り返しビデオ

を見ることに加え，BBS での質問，ディスカッショ

ン，メンタヘの質問によって理解が深まるという面

で e ラーニングの良い点も明らかになった．e ラー

ニングを運用の仕方で効果的に利用することができ

るというのがポイントである．前述の e

ラーニングを用いたプログラミング授

業の一例においては，多人数の履修者

の中で補習対象者に少人数性対面授業

を行うことができたのは，e ラーニング

を効果的に運用できた結果である．

　e ラーニングも最初は LMS，Content 

Management System（CMS）によるコー

スやプログラムなど決まった形でのコ

ンテンツ提供という指導者主体の形で

あったが，最近は Web2.0 の恩恵を受け

た e ラーニング 2.0 という形の学習者

主体型に変わりつつある．e ラーニング

2.0 の学習形態とは，ブログや Wiki での質問，参

考ページを記録したりシェアするソーシャルブック

マーキング，Wiki で何が起きているか知るための

RSS の利用等である（図 -2参照）．e ラーニングの出

現によって，「教え主義」から「学習者中心主義」へと

いう形で，従来の学びに対する観点が変わってきて

いると言われている．これまでの教育は「教師主導」

のものだったが，それが e ラーニングの学習方法と

LMS によって「学習者主導」へと大きく変化したの

である．その意味で e ラーニングは 2002 年以降の

「教師中心の大学から学生中心の大学へ」という大学

審議会の答申に沿った手法と言えよう．

 ❏ソーシャル・ラーニングからインフォーマル・
ラーニングへ

　自主的な学習でなく，ある決められたプログラム

に従った従来型の e ラーニングに代表されるスタイ

ルをフォーマル・ラーニングと呼ぶ．1 つのコース

を終了するのに，ある一定の時間を要する．これに

対して「インフォーマル・ラーニング」とは，分から

ないことがあったときに先生や友だちに聞いてみた

りする．自分が学びたいから学ぶということが学習

の動機となる．気づきのようなアクシデンタルなも

のも含まれる．「インフォーマル・ラーニング」の部

類に入る「ソーシャル・ラーニング」は，もともとコ

ラボレーションや共有をしながら学んでいく方法で

e-learning e-learning2.0

インターネット
ユーザの
世代変化

インターネット
世界の変化

Web2.0

トップダウン
（教師主導型）

LMS，CMS に
よるコースや
プログラムなど
決まった形での
コンテンツ提供

ボトムアップ型
（学習者主導型）

学習者自身に
よる情報発信

参加者による
コンテンツ作成

マッシュアップ
サービス・SaaS
によるコンテンツ
の融合，配信技術，
運用形態の融合

・テキストよりマルチメディア
・オンデマンド
・迅速な対応を要求
・自ら情報発信は当たり前
・本や CDよりダウンロード

・ファイル共有
・フリーウェア
・オープンソース化
・クリエイティブコモンズ
・オープンアクセス

・SNS
・ブログ
・Wiki

図 -2　eラーニングから eラーニング 2.0 へ

出典）宮地　功編著，高岡詠子，他：e ラーニングから
ブレンディッドラーニングへ , p79, 共立出版 (2009).
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あり，自主性・自律性が養われ，多様性があり，個

性を尊重し，コラボレーションに必要なソーシャ

ルスキル，コミュニケーションスキルを身に付け

ていくことができる．アメリカでは，SNS，ブログ，

Wiki 等の「ソーシャル・メディア」の利用の高まり

とともに，「ソーシャル・メディア」を利用した学習

を総称して「ソーシャル・ラーニング」と呼ぶ人たち

が増えているという．

　すでにアメリカでは Twitter を代表とするソー

シャル・メディアを使った学びから，ICT を使わ

ないインフォーマルな学びに注目が集まっている．

ソーシャル・メディアを使った学びは，イノベー

ションを継続的に生む，コラボレーションと共有を

通して学ぶ，組織を透明化しフラット化する，自律

性のある人材育成に役立つ，社員とマネージャとの

信頼関係を強化する，社員のコンピテンシーを身に

付けるスピードが速くなる，顧客関係を強化する，

生産性を向上する，変化とスピードに対応したグ

ローバルな競争力が増す，離職率が低くなる，ラー

ニングへの投資コストが低くて済むなどの多くのメ

リットが挙げられている．にもかかわらず，教育調

査機関 CARA グループの調査によれば，業績を上

げているインフォーマル・ラーニングの中に，ソー

シャル・ラーニング自体はあまり効果がないという

結果が得られたという．その理由として，「ソーシャ

ル性を売りにしている現在のソーシャル・メディア

には，対面ではあるようなアイコンタクトやソー

シャル性が欠如している」からとのことである．

　これは企業における e ラーニングの動向であるが，

大学の e ラーニングもソーシャル・ラーニングへシ

フトしている現状を見ると，同じような問題が浮上

してくるのではないだろうか．

　大学における語学授業にも積極的にソーシャル・

メディアが取り入れられてきており 9）～ 11），それ

に伴い新たなリテラシーの必要性も議論されている
12），13）．e ラーニングの普及において得られた知見

により，今後の ICT の在り方，教育の在り方が変

わっていくと思われる．このような e ラーニングを

取り巻く環境を考えると，e ラーニングが教育を変

えるというよりは，e ラーニングと教育はお互いに

影響しあい，お互いを高めていくという性質がある

と考えられよう．

　e ラーニングを取り巻く環境がこのような状況に

なっていることを考えると，今後 e ラーニングを

使った教育が，「系統立てて作成されたコンテンツ

を使って教師が教える」従来の教育方法のみでなく，

「何を学ぶか」から「どう学ぶか」という動きにつな

がってくれるのではないか，そうなれば e ラーニン

グの研究が教育によい変化をもたらす典型的な例と

なるのではないかと期待できる．
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